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御鎮座八百年奉祝記念●
参
百
萬
円

寒
川
神
社
（
高
座
郡
寒
川
町
）

●
弐
百
萬
円

福
田　

慶
一
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

田
村　

賀
世
（
東
京
都
渋
谷
区
）

●
壱
百
萬
円

松
井
建
設
㈱
（
東
京
都
中
央
区
）

●
伍
拾
萬
円

㈱
豊
明
石
材
（
中
央
区
水
郷
田
名
）

大
沼
神
社
（
南
区
西
大
沼
）

㈱
S
E
T 

U
P
（
中
央
区
横
山
）

ハ
ラ
グ
ル
ー
プ
（
緑
区
東
橋
本
）

●
参
拾
萬
円

鹿
島
神
社
（
南
区
古
淵
）

ユ
ニ
オ
ン
マ
シ
ナ
リ
㈱（
中
央
区
上
溝
）

●
弐
拾
萬
円

細
谷　
　

隣
（
南
区
古
淵
）

㈱
チ
ク
ブ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

（
東
京
都
千
代
田
区
）

天
満
宮
（
南
区
当
麻
）

●
壱
拾
弐
萬
円

三
島
神
社
（
南
区
当
麻
）

●
壱
拾
萬
円

佐
藤　

尚
久
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
農
建
石
材
（
南
区
新
戸
）

澁
谷　
　

勇
（
南
区
西
大
沼
）

浅
間
神
社
（
南
区
当
麻
）

沼　

良
男
（
中
央
区
千
代
田
）

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
相
模
原
支
店

（
中
央
区
中
央
）

㈲
朋
慧
建
設
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

岡
林　

義
弘
（
中
央
区
陽
光
台
）

伊
勢
原
大
神
宮
（
伊
勢
原
市
伊
勢
原
）

渡
木　

一
壽
（
中
央
区
青
葉
）

瀧
本
林
業
㈱
（
中
央
区
矢
部
）

佐
藤
信
太
郎
（
中
央
区
陽
光
台
）

●
七
萬
円

杉
山　

仲
雄
（
中
央
区
上
溝
）

●
伍
萬
円

㈱
日
本
内
外
旅
行
（
東
京
都
豊
島
区
）

菅
原　

政
善
（
中
央
区
上
溝
）

御
嶽
神
社
（
南
区
磯
部
）

髙
橋　
　

勝
（
緑
区
西
橋
本
）

中
村　

恒
子
（
緑
区
二
本
松
）

篠
崎
源
太
郎
（
中
央
区
田
名
）

片
野　

教
孔
（
南
区
下
溝
）

関
山　

泰
孝
（
南
区
当
麻
）

浅
間
神
社
（
大
和
市
深
見
）

白
山
姫
神
社
（
南
区
新
戸
）

日
枝
神
社
（
南
区
新
戸
）

石
楯
尾
神
社
（
緑
区
名
倉
）

㈱
都
市
貨
物
輸
送
（
中
央
区
田
名
）

相
模
ガ
ス
㈱
（
中
央
区
淵
野
辺
）

田
中　

紘
昭
（
中
央
区
上
溝
）

日
々
神
社
（
緑
区
大
島
）

●
四
萬
円

㈲
川
嶋
板
金
工
業
所
（
中
央
区
田
名
）

●
参
萬
円

根
岸　
　

清
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

佐
藤　
　

享
（
中
央
区
上
溝
）

根
岸　

眞
夫
（
中
央
区
弥
栄
）

㈲
相

企
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
中
央
区
矢
部
）

㈲
日
本
ビ
デ
オ
企
画（
南
区
相
模
大
野
）

㈱
天
信
堂
（
大
阪
府
大
阪
市
）

㈱
に
こ
に
こ
で
ん
き
（
中
央
区
田
名
）

㈱
久
留
米
製
作
所
（
中
央
区
田
名
）

㈱
ナ
ル
ミ
ヤ
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

㈲
佐
伯
塗
装
工
業
（
中
央
区
緑
が
丘
）

石
楯
尾
神
社
（
南
区
磯
部
）

小
島　

一
之
（
南
区
磯
部
）

中
島　

一
郎
（
南
区
西
大
沼
）

志
村　

利
光
（
南
区
東
大
沼
）

日
枝
神
社
（
南
区
当
麻
）

御
霊
神
社
（
鎌
倉
市
坂
ノ
下
）

秀
楽
（
中
央
区
横
山
）

に
い
の
整
形
外
科
（
中
央
区
相
模
原
）

藤
井　

勝
義
（
中
央
区
富
士
見
）

川
渕
ま
す
ゑ
（
南
区
西
大
沼
）

小
林　

靖
子
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
み
ど
り
の
杜
（
中
央
区
星
が
丘
）

原
田　

文
隆
（
中
央
区
上
溝
）

御
嶽
神
社
（
中
央
区
上
矢
部
）

内
山　

玉
枝
（
中
央
区
上
溝
）

髙
堂　

秀
雄
（
中
央
区
陽
光
台
）

二
本
松
八
幡
宮
（
緑
区
二
本
松
）

●
弐
萬
伍
阡
円

原
田　

和
哉
（
緑
区
西
橋
本
）

●
弐
萬
円

北
濱　
　

武
（
中
央
区
緑
が
丘
）

日
枝
大
神
（
南
区
磯
部
）

神
明
社
（
横
浜
市
戸
塚
区
）

向
井　

一
二
（
中
央
区
上
溝
）

山
田　

太
一
（
中
央
区
富
士
見
）

荒
木
百
合
子
（
中
央
区
矢
部
）

横
山　
　

均
（
中
央
区
光
が
丘
）

浦
上　

尚
之
（
東
京
都
大
田
区
）

山
口　

忠
夫
（
中
央
区
上
溝
）

●
壱
萬
円

鈴
木　

春
夫
（
中
央
区
共
和
）

平
本　

英
巳
（
中
央
区
千
代
田
）

木
﨑　
　

仁
（
中
央
区
千
代
田
）

㈱
タ
チ
バ
ナ
機
材
店（
中
央
区
千
代
田
）

若
林　

芳
一
（
中
央
区
相
生
）

㈱
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社（
中
央
区
中
央
）

村
松　

貞
雄
（
中
央
区
田
名
）

平
手　

英
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

門
倉　

信
和
（
中
央
区
陽
光
台
）

川
邉　

法
博
（
南
区
大
野
台
）

岩
本　

久
子
（
緑
区
原
宿
）

長
澤　
　

豪
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

梁
島　

弘
貴
（
横
浜
市
青
葉
区
）

合
同
会
社
R
I
N（
横
浜
市
都
筑
区
）

菅
原　

弘
一

佐
藤　

賢
次
（
中
央
区
横
山
）

㈲
和
光
工
業
（
中
央
区
下
九
沢
）

東
洋
機
化
工
業
㈱
（
中
央
区
宮
下
）

小
林　

義
人
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

山
口　

貴
志
（
中
央
区
松
が
丘
）

石
井　

右
三
（
中
央
区
上
溝
）

金
田　

恵
子
（
中
央
区
上
溝
）

吉
田　

尚
弥
（
中
央
区
上
溝
）

萩
原　

圭
治
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
山
和
建
設
（
中
央
区
上
溝
）

飯
田　

健
司
（
中
央
区
星
が
丘
）

岩
　

保
雄
（
中
央
区
青
葉
）

㈱
須
田
電
工
（
中
央
区
千
代
田
）

明
王
茶
園
（
中
央
区
千
代
田
）

イ
オ
タ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・

リ
ミ
テ
ッ
ド
（
中
央
区
千
代
田
）

㈲
𠮷
岡
工
業
（
中
央
区
千
代
田
）

清
水　

金
子
（
中
央
区
相
生
）

髙
久
田
貞
夫
（
中
央
区
中
央
）

㈱
相
武
技
術
セ
ン
タ
ー（
中
央
区
中
央
）

木
本
建
興
㈱
（
中
央
区
中
央
）

藤
田　

松
男
（
中
央
区
田
名
）

江
成　

一
二
（
中
央
区
田
名
）

野
村　

純
代
（
中
央
区
並
木
）

門
倉　

秋
文
（
中
央
区
陽
光
台
）

遠
藤　

博
之
（
中
央
区
陽
光
台
）

遠
藤　

礼
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

西
村　

輝
昭
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
野　

純
也
（
中
央
区
緑
が
丘
）

金
子　

重
雄
（
東
京
都
町
田
市
）

金
子　

初
美
（
東
京
都
町
田
市
）

鎌
田　

英
洋
（
東
京
都
町
田
市
）

座
間　
　

福
（
南
区
下
溝
）

座
間　

義
昭
（
南
区
下
溝
）

井
上　

真
宏
（
南
区
下
溝
）

田
村　

昭
洋
（
南
区
大
野
台
）

中
鉢　

広
一
（
南
区
東
大
沼
）

㈱
藤
一
機
工
（
南
区
当
麻
）

榎
本　

新
悦
（
緑
区
下
九
沢
）

㈲
カ
ネ
コ
ホ
ー
ム
（
緑
区
橋
本
）

㈲
雅
防
水
（
緑
区
田
名
）

門
倉　

伸
司
（
中
央
区
陽
光
台
）

川
井　

俊
幸
（
南
区
西
大
沼
）

吉
永　

真
人
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

来
間　

信
泰
（
東
京
都
日
野
市
）

岡
田　

恵
作
（
東
京
都
北
区
）

秋
山　

幸
子
（
緑
区
下
九
沢
）

吉
田　

清
夫
（
緑
区
下
九
沢
）

㈱
相
模
化
学
金
属
（
緑
区
橋
本
台
）

加
藤　

棋
一
（
東
京
都
練
馬
区
）

高
山　

朝
八
（
東
京
都
練
馬
区
）

小
野
佳
世
子
（
中
央
区
弥
栄
）

大
窪　

永
夫
（
横
浜
市
磯
子
区
）

朝
日
鮨
（
座
間
市
立
野
台
）

杉
山　

芳
子
（
中
央
区
上
溝
）

小
川　

忠
義
（
中
央
区
清
新
）

片
桐
と
志
え
（
中
央
区
青
葉
）

関　
　

光
男
（
中
央
区
中
央
）

皇
武
神
社
（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

村
越　

弘
子
（
南
区
双
葉
）

税
所　

正
和
（
南
区
相
模
台
）

春
日
神
社
（
緑
区
長
竹
）

白
幡　

紀
夫
（
座
間
市
南
栗
原
）

守
屋　

又
市
（
中
央
区
矢
部
）

岩
井
美
禰
子
（
南
区
桜
台
）

吉
川
恵
美
子
（
東
京
都
目
黒
区
）

オ
サ
ナ
イ
ジ
ュ
ン（
三
浦
市
初
声
町
）

青
木　

和
子
（
三
浦
市
初
声
町
）

菅
野　

洋
子
（
中
央
区
松
が
丘
）

小
山　

信
行
（
中
央
区
上
溝
）

平
岡　

正
博
（
中
央
区
上
溝
）

水
木　

幹
也
（
中
央
区
上
溝
）

八
木　

直
美
（
中
央
区
上
溝
）

渋
谷　
　

誠
（
東
京
都
町
田
市
）

浅
沼　

助
（
南
区
北
里
）

横
溝　

愛
子
（
南
区
北
里
）

堀
口　

泰
伸
（
緑
区
久
保
沢
）

●
伍
阡
円

宮
村　

光
雄
（
中
央
区
上
溝
）

鈴
木　
　

勝
（
中
央
区
上
溝
）

峯
村　

健
治
（
中
央
区
田
名
）

大
津
寄
忠
夫
（
中
央
区
富
士
見
）

古
田　

征
男
（
中
央
区
陽
光
台
）

佐
藤　
　

洋
（
中
央
区
陽
光
台
）

山
田　

隆
史
（
南
区
相
模
台
）

浦
野
ま
ゆ
み
（
緑
区
西
橋
本
）

町
田　

守
昭
（
緑
区
西
橋
本
）

港
谷
真
奈
美
（
伊
勢
原
市
高
森
）

北
野　

收
起
（
横
浜
市
青
葉
区
）

名
越　
　

啓
（
横
浜
市
都
筑
区
）

名
越　

か
よ
（
横
浜
市
都
筑
区
）

小
田　

直
樹
（
埼
玉
県
加
須
市
）

名
越　
　

淳
（
東
京
都
港
区
）

長
根　

重
敏
（
座
間
市
相
模
が
丘
）

筒
井　

洋
行
（
川
崎
市
麻
生
区
）

秋
戸　

愛
大
（
埼
玉
県
草
加
市
）

三
ツ
井
達
雄
（
中
央
区
横
山
）

川
口　

信
夫
（
中
央
区
横
山
）

藤
田　

朋
之
（
中
央
区
横
山
）

廣
島　

政
弘
（
中
央
区
横
山
）

輿
水　

啓
造
（
中
央
区
横
山
）

佐
藤　
　

淳
（
中
央
区
横
山
台
）

佐
藤　

優
美
（
中
央
区
横
山
台
）

霧
生　

晴
彦
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

菱
木　

隆
作
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

野
坂　

知
司
（
中
央
区
光
が
丘
）

五
ノ
井　

洋
（
中
央
区
光
が
丘
）

間
　
　

英
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

宮
本　

謹
慈
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

宮
脇　

剛
史
（
中
央
区
上
溝
）

道
添　
　

均
（
中
央
区
上
溝
）

斉
藤　

松
雄
（
中
央
区
上
溝
）

永
原　
　

進
（
中
央
区
上
溝
）

金
子
雄
一
郎
（
中
央
区
上
溝
）

那
須
野
正
二
（
中
央
区
上
溝
）

大
杉
千
代
子
（
中
央
区
上
溝
）

羽
鳥　

伸
一
（
中
央
区
上
溝
）

岡
本　

俊
二
（
中
央
区
上
溝
）

野
﨑　

勝
市
（
中
央
区
上
溝
）

根
本　

和
秀
（
中
央
区
上
溝
）

海
野　
　

毅
（
中
央
区
上
溝
）

大
田　

義
勝
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　

義
彦
（
中
央
区
上
溝
）

中
島　

裕
之
（
中
央
区
上
溝
）

有
村　

隆
幸
（
中
央
区
上
溝
）

吉
澤　

林
弥
（
中
央
区
上
溝
）

井
村　

真
徳
（
中
央
区
上
溝
）

内
野　

浩
敏
（
中
央
区
上
溝
）

須
藤　

高
史
（
中
央
区
上
溝
）

岩
澤　

利
清
（
中
央
区
上
溝
）

内
田　

智
典
（
中
央
区
上
溝
）

村
山　

益
男
（
中
央
区
星
が
丘
）

飯
田　

政
孝
（
中
央
区
星
が
丘
）

田
積　

慶
親
（
中
央
区
星
が
丘
）

田
中　

秀
樹
（
中
央
区
星
が
丘
）

喜
田　

義
信
（
中
央
区
青
葉
）

岩

登
志
子
（
中
央
区
青
葉
）

金
澤　
　

孝
（
中
央
区
青
葉
）

杉
山　

正
樹
（
中
央
区
千
代
田
）

林
部　

進
明
（
中
央
区
千
代
田
）

渋
谷　

保
男
（
中
央
区
千
代
田
）

村
井　

栄
子
（
中
央
区
相
生
）

高
久
田
拓
章
（
中
央
区
中
央
）

岩
田　
　

操
（
中
央
区
中
央
）

平
田　

江
一
（
中
央
区
中
央
）

五
味　

正
樹
（
中
央
区
田
名
）

矢
部　

暁
美
（
中
央
区
田
名
）

藤
岡　

光
子
（
中
央
区
田
名
）

井
上　

和
宏
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

松
永　

大
輝
（
中
央
区
淵
野
辺
）

久
保　
　

修
（
中
央
区
淵
野
辺
）

奥
森　
　

正
（
中
央
区
淵
野
辺
）

宮
崎　

和
彦
（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

岩
澤　

成
夫
（
中
央
区
並
木
）

坂
口　
　

烈
（
中
央
区
並
木
）

金
子　

浩
一
（
中
央
区
矢
部
新
町
）

渡
部　

健
次
（
中
央
区
由
野
台
）

小
林　

正
人
（
中
央
区
陽
光
台
）

石
井　

寿
浩
（
中
央
区
陽
光
台
）

坂
内　

洋
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

千
坊　

國
男
（
中
央
区
陽
光
台
）

山
城　

隆
泰
（
中
央
区
陽
光
台
）

鈴
木　

定
治
（
中
央
区
陽
光
台
）

大
竹　

利
一
（
中
央
区
緑
が
丘
）

花
田　
　

晃
（
中
央
区
緑
が
丘
）

浅
井　

良
夫
（
中
央
区
緑
が
丘
）

佐
藤　

悦
子
（
東
京
都
町
田
市
）

佐
藤　

律
子
（
東
京
都
町
田
市
）

小
俣　

三
男
（
東
京
都
町
田
市
）

田
巻　

幸
子
（
東
京
都
町
田
市
）

德
久　
　

（
南
区
下
溝
）

菊
地　

光
子
（
南
区
下
溝
）

菊
地　

歳
光
（
南
区
下
溝
）

西
島　

昌
孝
（
南
区
下
溝
）

髙
岸　

正
一
（
南
区
下
溝
）

髙
岸　

裕
之
（
南
区
下
溝
）

岩
嵜　

忠
平
（
南
区
上
鶴
間
）

田
中　

敏
和
（
南
区
西
大
沼
）

松
岡　

京
子
（
南
区
大
野
台
）

小
宮　

健
雄
（
南
区
大
野
台
）

中
島　

和
夫
（
南
区
大
野
台
）

市
川　

孔
一
（
南
区
東
大
沼
）

中
嶋　

哲
也
（
南
区
南
台
）

岩
堀　
　

彰
（
南
区
文
京
）

石
川　
　

悟
（
南
区
麻
溝
台
）

小
泉　

由

（
南
区
麻
溝
台
）

判
治　

君
代
（
南
区
麻
溝
台
）

佐
藤　
　

剣
（
南
区
麻
溝
台
）

落
合　
　

匠
（
緑
区
下
九
沢
）

赤
坂　
　

宏
（
緑
区
下
九
沢
）

河
合　

健
治
（
緑
区
下
九
沢
）

木
下　
　

誠
（
緑
区
上
九
沢
）

茂
木　

秀
一
（
緑
区
西
橋
本
）

花
井　

直
人
（
中
央
区
光
が
丘
）

音
川　

公
一
（
中
央
区
上
溝
）

島
田　

和
子
（
中
央
区
青
葉
）

千
葉　

裕
子
（
中
央
区
相
生
）

新
井　

秀
雄
（
中
央
区
相
模
原
）

野
元　

淳
子
（
中
央
区
由
野
台
）

長
谷
川
光
夫
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
嶋　
　

信
（
南
区
相
模
台
）

八
木　

信
樹
（
緑
区
若
葉
台
）

八
木　

文
子
（
緑
区
若
葉
台
）

下
村　

セ
ツ
（
中
央
区
横
山
）

齋
藤　
　

誠
（
中
央
区
上
溝
）

斉
藤　

正
昭
（
中
央
区
田
名
）

村
山　

行
雄
（
中
央
区
弥
栄
）

竹
川　

忠
一
（
南
区
古
淵
）

清
水　

義
久
（
南
区
相
模
台
）

挾
間　
　

貢
（
中
央
区
田
名
）

挾
間　

好
子
（
中
央
区
田
名
）

大
谷　

幸
和
（
中
央
区
陽
光
台
）

舟
越　
　

久
（
中
央
区
緑
が
丘
）

中
津　
　

豊
（
南
区
大
野
台
）

山
下　

栄
治
（
緑
区
西
橋
本
）

荒
井　

修
次
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

荒
井
美
知
子
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

秋
保
チ
ョ
ウ
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

中
嶋　

幸
夫
（
中
央
区
上
溝
）

﨑
山　

春
年
（
中
央
区
上
溝
）

曽
我　

憲
一
（
中
央
区
田
名
）

篠
﨑　

昭
雄
（
中
央
区
富
士
見
）

佐
久
間
英
男
（
中
央
区
弥
栄
）

原
田　

精
三
（
中
央
区
陽
光
台
）

原
田　

昭
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

髙
島　

規
恭
（
中
央
区
緑
が
丘
）

細
谷　

永
久
（
南
区
古
淵
）

金
澤　

史
夫
（
南
区
大
野
台
）

　

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等 

御
造
営
の
御
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
氏
子
崇
敬

者
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
左
記
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御

奉
賛
者
皆
様
の
ご
多
幸
ご
隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
氏
子
崇

敬
者
皆
様
の
格
別
な
る
御
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奉賛会委員受付分は特別号に掲載させていただきます。（敬称略）

　

奈
良
時
代
の
歌
人
大
伴
家
持
は
、

「
人
の
子
は
祖お

や

の
名
経
た
ず
」と
し
て
、

祖
先
の
名
を
は
っ
き
り
世
に
現
は
す

こ
と
が
子
孫
の
勤
め
で
あ
る
と
し
た
。

　

神
社
は
祖
神
を
祀
っ
た
と
こ
ろ
と

し
て
、祖
神
の
御
名
・
御
徳
が
大
き
け

れ
ば
大
き
い
程
、人
々
か
ら
は
っ
き
り

と
仰
が
れ
る
。

　

こ
こ
に
神
殿
の
建
築
に
は
宮
柱
を

太
敷
き
立
て
る
こ
と
の
必
要
が
、語
り

継
ぎ
今
日
に
そ
の
技
術
の
継
承
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
、神
社
建
築
の
祖
型

を
大
切
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。そ
の
神

社
建
築
の
う
ち
で
も
心
の
御
柱（
大
黒

柱
）の
は
っ
き
り
立
派
に
立
っ
て
い
る

こ
と
が
、神
の
御
心
・
御
教
の
立
派
に

立
っ
て
い
る
こ
と
の
証
明
と
さ
れ
て
い

る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

家
の
大
黒
柱
を
ド
ッ
シ
リ
と
立
て
る

ま
で
に
は
、ど
れ
程
人
知
れ
ぬ
細
心
の

注
意
と
苦
労
が
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

神
と
は
到
達
さ
る
べ
き
理
想
像
で
あ

る
。従
っ
て
、信
仰
の
目
標
は
大
き
く
持

つ
べ
く
、そ
こ
に
到
る
た
め
の
努
力
は
、

そ
の
御
教
え
を
こ
ま
か
く
注
意
し
て
聞

き
、着
実
に
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
る
所
か

ら
始
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。世
に
い
う

百
里
の
道
も
一
歩
か
ら
で
あ
る
。

い
ち
ょ
う

荒
木
田
守
武
は
伊
勢
皇
大
神
宮
の
禰
宜
、
こ
の
世
中
百
首
は

大
永
五
（
一
五
二
五
）
年
に
童
蒙
訓
練
の
た
め
に
、一
夜
に
し

て
百
首
を
詠
ん
だ
と
い
う
。　

岡
田
米
男
『
神
道
百
言
』
よ
り

世
の
中
に
太
か
る
べ
き
は
宮
ば
し
ら

細
か
る
べ
き
は
心
な
り
け
り

　
　

―
荒
木
田
守
武
・
世
中
百
首
―

新御本殿千木鰹木と鬼板 　

ご
創
建
以
来
連
綿
と
絶
え
る
こ
と
な
く
斎
行

さ
れ
て
い
る
当
八
幡
宮
の
例
大
祭
を
、
左
記
の

通
り
執
り
行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
拝
ご

観
覧
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時
…
平
成
二
十
六
年
九
月
十
四
日
（
日
）

●
例
大
祭
（
御
社
殿
）
…
…
…
午
前
十
時
斎
行

　

七
五
三
祝
は
、
古
く
は
平
安
時
代
よ
り
公
家

の
間
で
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
り
庶
民
に
広

ま
っ
た
も
の
で
す
。
当
八
幡
宮
で
は
、
十
月
初

旬
頃
よ
り
十
一
月
末
ま
で
お
子
様
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
七
五
三
祈
願
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
（
貸
衣
装
・
美

容
・
着
付
・
写
真
）
の
展
示
予
約
会
を
行
い
ま
す
。

ご
祈
祷
同
様
ご
希
望
の
方
は
当
八
幡
宮
社
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
ご
祈
祷
・
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
の
希
望
受
付

　

…
八
月
よ
り

●
ご
祈
祷
時
期
…
十
月
よ
り
十
一
月
末

●
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
展
示
予
約
会
日
程

　

8
月
30
日
・
31
日

　

9
月
６
日
・
7
日
・
13
日
・
15
日
・
20
日
・
21
日
・

　
　
　

23
日
・
27
日
・
28
日

　

10
月
４
日
・
５
日
・
11
日
・
12
日
・
13
日

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
人
は
皆
新
年
を

迎
え
る
と
、
希
望
や
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
神
社

に
初
詣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
八
幡
宮
で
は
、
無
料
大
駐
車
場
を
完
備
し
、

初
詣
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

家
内
安
全
・
厄
除
け
・
商
売
繁
盛
・
交
通
安
全

等
の
ご
祈
祷
予
約
を
十
一
月
よ
り
受
付
け
い
た
し

ま
す
の
で
、当
八
幡
宮
社
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

平成26年７月1日発行
第17号

平
成
二
十
五
年
十
二
月
か
ら
平
成

二
十
六
年
五
月
末
日
ま
で
社
頭
に

て
受
付
分
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。



　

平
成
二
十
六
甲
午
年
の
元
旦
は
、
初
春
を
寿

ぐ
か
の
よ
う
な
初
日
出
を
仰
ぐ
穏
や
か
な
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
遷
御

の
儀
が
内
宮
に
お
い
て
は
二
日
に
、
ま
た
外
宮

に
お
い
て
は
五
日
に
斎
行
さ
れ
、
そ
の
後
国
内

外
よ
り
千
四
百
二
十
万
人
以
上
の
参
拝
者
が
参

宮
し
、「
お
伊
勢
参
り
」
も
賑
や
か
に
輝
か
し
き

日
本
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
高
承
の
通
り
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
、
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
に
て
、
本
年
三
月
二
十
六
日
に
は
、
二
十

年
振
り
に
剣
璽
御
動
座
が
行
わ
れ
、
神
宮
に
御

親
拝
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
八
幡
宮
に
お
い
て
は
、三
が
日
も
初
詣
で

の
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
御
社
殿
造
営
中
の

為
、遥
拝
所
よ
り
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。新
社

殿
は
本
年
八
月
に
竣
功
い
た
し
ま
す
。来
年
の

正
月
に
は
瑞
々
し
い
新
社
殿
で
清
々
し
く
初
詣

が
で
き
ま
す
の
で
、多
く
の
方
々
が
ご
参
拝
下

さ
い
ま
す
よ
う
神
職
・
巫
女
一
同
、心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
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　今年の２月、関東地方では記録的な大雪となりま
した。その大雪に見舞われる一週間前の２月３日、
亀ヶ池八幡宮恒例の節分祭が斎行されました。
　今年は御鎮座800年奉祝記念事業により御社殿造
営中の為、例年拝殿にて行っている追儺の儀を境内特
設会場にて行いました。大太鼓に合わせ年男年女や
厄年の善男善女が新規なった追儺板を力強く打ち鳴ら
し、福を授かろうと神楽殿前に集った参拝者も一緒に
なり、オー！と大きな声で赤鬼青鬼を退散させました。
　その後神楽殿回廊の特設舞台より「福は内、鬼は外」
と発しながら豆まき神事を行い、大勢の参拝者に福物
をお頒かちいたしました。多くの福物を御協賛下さいま
した氏子崇敬者の皆様に篤く御礼申し上げます。

　

前
日
か
ら
降
り

続
く
雨
に
よ
り
清

め
ら
れ
た
六
月
二

十
八
日
午
後
三

時
、
亀
ヶ
池
八
幡

宮
儀
式
殿
並
び
に

境
内
に
お
い
て
古

式
に
則
り
「
夏
越
の
大
祓
・
茅
の
輪
く
ぐ
り

神
事
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
古
来
の
伝
統
的
な
行
事
で
あ
る
大

祓
は
、
神
話
に
基
づ
い
た
「
よ
み
が
え
り
信

仰
」
の
根
源
と
な
る
神
事
で
す
。
日
々
の
生

活
の
中
で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
身
に

つ
い
た
罪
や
穢
れ
を
祓
い
清
め
、
心
身
を

一
新
し
災
厄
を
退
け
今
後
半
年
間
の
無
病

息
災
を
祈
願
す
る
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

当
日
は
儀
式
殿
内
に
て
神
職
の
大
祓
詞

奏
上
後
、
総
代
世
話
人
は
じ
め
参
列
者
が

列
に
な
り
、
神
職
に
続
い
て
境
内
に
設
け

ら
れ
た
直
径
三
メ
ー
ト
ル
の
茅
の
輪
を
く

ぐ
り
ま
し
た
。
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
際
に
は

故
事
に
習
い
「
蘇そ

民み
ん

将し
ょ
う

来ら
い

」
と
唱
え
、
無
病

息
災
を
祈
念
し
ま
す
。

　

今
回
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
は
、「
い
ろ

い
ろ
古
い
伝
統
を
体
験
す
る
こ
と
が
出
来

て
良
か
っ
た
」
と
、
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

去
る
三
月
五
・
六
日
、
相
模
原
市
氏
子
総
代

会
と
し
て
伊
勢
参
拝
旅
行
を
実
施
い
た
し
ま

し
た
。
当
総
代
会
は
発
足
し
て
間
が
な
く
、
こ

の
伊
勢
参
拝
が
初
め
て
の
研
修
事
業
と
な
り

ま
し
た
が
神
職
、
総
代
、
氏
子
合
わ
せ
て
約
八

十
名
の
御
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。

　

神
宮
で
は
平
成
二
十
五
年
十
月
に
第
六
十

二
回
式
年
遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
、
新
し
い
社
殿

と
以
前
の
社
殿
が
両
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
を

見
ら
れ
る
こ
の
貴
重
な
時
期
に
実
施
の
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
外
宮
で
は
御
垣
内
参
拝
の
後

特
別
に
、
古
い
社
殿
の
御
垣
内
を
見
学
さ
せ
て

頂
き
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
社
殿
の
姿

を
目
の
前
に
、
皆
様
感
動
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
地
元
氏
子
の
方
々
と
密
に
接
す
る
各
お
社

の
総
代
皆
様
に
は
、
神
社
信
仰
の
心
を
広
め
る

役
割
を
担
っ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
皇
室
の
御

祖
神
で
あ
り
国
民
の
総
氏
神
で
あ
る
天
照
大
御

神
様
に
参
拝
し
、
第

六
十
二
回
式
年
遷

宮
か
ら
間
も
な
い
、

新
し
く
瑞
々
し
い
社

殿
を
拝
見
し
て
感
じ

た
こ
と
を
、今
後
の

奉
仕
神
社
護
持
の
為

に
活
か
し
て
頂
け
れ

ば
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

―

―

―

―

相
模
原
市
氏
子
総
代
会

6年７月1日

て
は
、

が
訪
れ

当
八
幡
宮
に
お
い

の
多
く
の
参
拝
者
が
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昨
年
三
月
末
に
地
鎮
祭
を
斎
行
し
御
社
殿
御
神
門
等
の
造
営
工
事
が
開

始
さ
れ
、
以
来
八
月
に
立
柱
祭
、
十
二
月
に
上
棟
祭
を
斎
行
し
、
経
験
豊
富

な
多
く
の
宮
大
工
・
工
匠
等
に
よ
り
工
事
は
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

宮
大
工
等
が
御
用
材
を
切
る
音
や
削
る
音
、
ま
た
木
槌
を
打
つ
音
等
建

物
が
建
っ
て
い
く
何
と
も
喩
え
よ
う
が
無
い
音
が
日
々
境
内
に
響
き
ま
す
。

竣
功
を
目
指
し
て
御
造
営
の
現
場
が
毎
日
息
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

　

本
殿
の
内
陣
外
陣
ま
た
幣
殿
の
丸
柱
や
拝
殿
向
拝
殿
の
角
柱
、
更
に
は

廻
廊
神
門
の
柱
が
建
ち
、
本
殿
に
千
木
・
鰹
木
が
上
が
り
屋
根
の
銅
板
葺
工

事
へ
と
進
み
、
い
よ
い
よ
八
月
木
曽
檜
の
馨
し
い
社
殿
の
完
成
が
待
ち
望
ま

れ
る
次
第
で
す
。
本
紙
面
下
記
に
主
な
工
事
経
過
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

昨
年
三
月
末
に
地
鎮

始

れ
、
以
来
八

御社殿御神門等造営工事
竣功間近進捗報告

　

五
月
二
十
五
日
、
五
月
晴
れ
の
中
、
神
楽

殿
前
の
特
設
舞
台
に
て
、
第
四
回
一
心
泣
き

相
撲
亀
ヶ
池
場
所
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

泣
き
相
撲
は
赤
ち
ゃ
ん
の
健
康
と
成
長

を
祈
願
す
る
日
本
の
伝
統
行
事
で
す
。
赤
子

の
泣
き
声
が
邪
を
祓
っ
た
故
事
を
由
来
と

し
、
四
百
年
以
上
の
歴
史
を
有
し
ま
す
。
ま

た
、
氏
神
に
対
す
る
新
し
い
氏
子
の
披
露
と

い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
境
内
は
熱
気
と
泣
き
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
行
司
の
「
は
っ
け
よ
い
、
の
こ
っ

た
」の
掛
け
声
と
と
も
に
力
士
に
頭
上
高
く

振
り
上
げ
ら
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
力
士
達
。
取
り

組
み
前
か
ら
す
で
に
泣
い
て
る
子
、
勝
つ
気

が
全
然
な
く
け
ろ
っ
と
し
て
い
る
子
、
笑
っ

て
し
ま
う
子
な
ど
な
ど
反
応
も
さ
ま
ざ
ま

で
す
。一
方
、
土
俵
下
で
は
カ
メ
ラ
や
ビ
デ

オ
を
手
に
し
た
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
達

が
、
愛
し
の
我
が
子
の
戦
い
ぶ
り
を
ハ
ラ
ハ

ラ
し
な
が
ら
見
守
っ
て
い
ま
す
。

　

勝
負
は
全
取
り
組
み
と
も
「
引
き
分
け
」

の
特
別
ル
ー
ル
で
、
泣
い
た
子
、
泣
か
な

か
っ
た
子
も
元
気
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願

う
ば
か
り
で
す
。
泣
き
相
撲
亀
ヶ
池
場
所

は
、
赤
ち
ゃ
ん
力
士
達
の
泣
き
声
と
取
り
組

み
を
見
守
る
親
御
さ
ん
等
の
笑
い
声
が
絶

え
な
い
、ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
い
っ
ぱ

い
の
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

素屋根が取り払われ、姿が見えた御社殿

■1 御本殿基礎工事　■2 素屋根工事　 ■3 御本殿建方　■4 御本殿屋根工事　■5 御本殿銅板葺工事　■6 千木鰹木取付　■7 右廻廊屋根工事　■8 内庭石畳工事
■9 向拝殿より望む神門左右廻廊工事　■10 拝殿内部工事　■11 神門廻廊銅板葺工事
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平
成
二
十
六
甲
午
年
の
元
旦
は
、
初
春
を
寿

ぐ
か
の
よ
う
な
初
日
出
を
仰
ぐ
穏
や
か
な
新
年

を
迎
え
ま
し
た
。

　

昨
年
十
月
第
六
十
二
回
神
宮
式
年
遷
宮
遷
御

の
儀
が
内
宮
に
お
い
て
は
二
日
に
、
ま
た
外
宮

に
お
い
て
は
五
日
に
斎
行
さ
れ
、
そ
の
後
国
内

外
よ
り
千
四
百
二
十
万
人
以
上
の
参
拝
者
が
参

宮
し
、「
お
伊
勢
参
り
」
も
賑
や
か
に
輝
か
し
き

日
本
の
伝
統
が
継
承
さ
れ
ま
し
た
。

　

御
高
承
の
通
り
、
天
皇
陛
下
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
傘
寿
を
迎
え
ら
れ
、
お
健
や
か
に
お
過

ご
し
に
て
、
本
年
三
月
二
十
六
日
に
は
、
二
十

年
振
り
に
剣
璽
御
動
座
が
行
わ
れ
、
神
宮
に
御

親
拝
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
八
幡
宮
に
お
い
て
は
、三
が
日
も
初
詣
で

の
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
御
社
殿
造
営
中
の

為
、遥
拝
所
よ
り
ご
参
拝
下
さ
い
ま
し
た
。新
社

殿
は
本
年
八
月
に
竣
功
い
た
し
ま
す
。来
年
の

正
月
に
は
瑞
々
し
い
新
社
殿
で
清
々
し
く
初
詣

が
で
き
ま
す
の
で
、多
く
の
方
々
が
ご
参
拝
下

さ
い
ま
す
よ
う
神
職
・
巫
女
一
同
、心
よ
り
お
待

ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
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　今年の２月、関東地方では記録的な大雪となりま
した。その大雪に見舞われる一週間前の２月３日、
亀ヶ池八幡宮恒例の節分祭が斎行されました。
　今年は御鎮座800年奉祝記念事業により御社殿造
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厄年の善男善女が新規なった追儺板を力強く打ち鳴ら
し、福を授かろうと神楽殿前に集った参拝者も一緒に
なり、オー！と大きな声で赤鬼青鬼を退散させました。
　その後神楽殿回廊の特設舞台より「福は内、鬼は外」
と発しながら豆まき神事を行い、大勢の参拝者に福物
をお頒かちいたしました。多くの福物を御協賛下さいま
した氏子崇敬者の皆様に篤く御礼申し上げます。
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茅
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。
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。
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力
士
達
の
泣
き
声
と
取
り
組

み
を
見
守
る
親
御
さ
ん
等
の
笑
い
声
が
絶

え
な
い
、ほ
の
ぼ
の
と
し
た
雰
囲
気
い
っ
ぱ

い
の
行
事
に
な
り
ま
し
た
。

素屋根が取り払われ、姿が見えた御社殿

■1 御本殿基礎工事　■2 素屋根工事　 ■3 御本殿建方　■4 御本殿屋根工事　■5 御本殿銅板葺工事　■6 千木鰹木取付　■7 右廻廊屋根工事　■8 内庭石畳工事
■9 向拝殿より望む神門左右廻廊工事　■10 拝殿内部工事　■11 神門廻廊銅板葺工事

1

2

38

4

5

7

6

9

10

11
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御鎮座八百年奉祝記念●
参
百
萬
円

寒
川
神
社
（
高
座
郡
寒
川
町
）

●
弐
百
萬
円

福
田　

慶
一
（
東
京
都
世
田
谷
区
）

田
村　

賀
世
（
東
京
都
渋
谷
区
）

●
壱
百
萬
円

松
井
建
設
㈱
（
東
京
都
中
央
区
）

●
伍
拾
萬
円

㈱
豊
明
石
材
（
中
央
区
水
郷
田
名
）

大
沼
神
社
（
南
区
西
大
沼
）

㈱
S
E
T 

U
P
（
中
央
区
横
山
）

ハ
ラ
グ
ル
ー
プ
（
緑
区
東
橋
本
）

●
参
拾
萬
円

鹿
島
神
社
（
南
区
古
淵
）

ユ
ニ
オ
ン
マ
シ
ナ
リ
㈱（
中
央
区
上
溝
）

●
弐
拾
萬
円

細
谷　
　

隣
（
南
区
古
淵
）

㈱
チ
ク
ブ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
シ
ス
テ
ム

（
東
京
都
千
代
田
区
）

天
満
宮
（
南
区
当
麻
）

●
壱
拾
弐
萬
円

三
島
神
社
（
南
区
当
麻
）

●
壱
拾
萬
円

佐
藤　

尚
久
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
農
建
石
材
（
南
区
新
戸
）

澁
谷　
　

勇
（
南
区
西
大
沼
）

浅
間
神
社
（
南
区
当
麻
）

沼　

良
男
（
中
央
区
千
代
田
）

大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱
相
模
原
支
店

（
中
央
区
中
央
）

㈲
朋
慧
建
設
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

岡
林　

義
弘
（
中
央
区
陽
光
台
）

伊
勢
原
大
神
宮
（
伊
勢
原
市
伊
勢
原
）

渡
木　

一
壽
（
中
央
区
青
葉
）

瀧
本
林
業
㈱
（
中
央
区
矢
部
）

佐
藤
信
太
郎
（
中
央
区
陽
光
台
）

●
七
萬
円

杉
山　

仲
雄
（
中
央
区
上
溝
）

●
伍
萬
円

㈱
日
本
内
外
旅
行
（
東
京
都
豊
島
区
）

菅
原　

政
善
（
中
央
区
上
溝
）

御
嶽
神
社
（
南
区
磯
部
）

髙
橋　
　

勝
（
緑
区
西
橋
本
）

中
村　

恒
子
（
緑
区
二
本
松
）

篠
崎
源
太
郎
（
中
央
区
田
名
）

片
野　

教
孔
（
南
区
下
溝
）

関
山　

泰
孝
（
南
区
当
麻
）

浅
間
神
社
（
大
和
市
深
見
）

白
山
姫
神
社
（
南
区
新
戸
）

日
枝
神
社
（
南
区
新
戸
）

石
楯
尾
神
社
（
緑
区
名
倉
）

㈱
都
市
貨
物
輸
送
（
中
央
区
田
名
）

相
模
ガ
ス
㈱
（
中
央
区
淵
野
辺
）

田
中　

紘
昭
（
中
央
区
上
溝
）

日
々
神
社
（
緑
区
大
島
）

●
四
萬
円

㈲
川
嶋
板
金
工
業
所
（
中
央
区
田
名
）

●
参
萬
円

根
岸　
　

清
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

佐
藤　
　

享
（
中
央
区
上
溝
）

根
岸　

眞
夫
（
中
央
区
弥
栄
）

㈲
相

企
画
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト（
中
央
区
矢
部
）

㈲
日
本
ビ
デ
オ
企
画（
南
区
相
模
大
野
）

㈱
天
信
堂
（
大
阪
府
大
阪
市
）

㈱
に
こ
に
こ
で
ん
き
（
中
央
区
田
名
）

㈱
久
留
米
製
作
所
（
中
央
区
田
名
）

㈱
ナ
ル
ミ
ヤ
（
中
央
区
田
名
塩
田
）

㈲
佐
伯
塗
装
工
業
（
中
央
区
緑
が
丘
）

石
楯
尾
神
社
（
南
区
磯
部
）

小
島　

一
之
（
南
区
磯
部
）

中
島　

一
郎
（
南
区
西
大
沼
）

志
村　

利
光
（
南
区
東
大
沼
）

日
枝
神
社
（
南
区
当
麻
）

御
霊
神
社
（
鎌
倉
市
坂
ノ
下
）

秀
楽
（
中
央
区
横
山
）

に
い
の
整
形
外
科
（
中
央
区
相
模
原
）

藤
井　

勝
義
（
中
央
区
富
士
見
）

川
渕
ま
す
ゑ
（
南
区
西
大
沼
）

小
林　

靖
子
（
中
央
区
上
溝
）

㈲
み
ど
り
の
杜
（
中
央
区
星
が
丘
）

原
田　

文
隆
（
中
央
区
上
溝
）

御
嶽
神
社
（
中
央
区
上
矢
部
）

内
山　

玉
枝
（
中
央
区
上
溝
）

髙
堂　

秀
雄
（
中
央
区
陽
光
台
）

二
本
松
八
幡
宮
（
緑
区
二
本
松
）

●
弐
萬
伍
阡
円

原
田　

和
哉
（
緑
区
西
橋
本
）

●
弐
萬
円

北
濱　
　

武
（
中
央
区
緑
が
丘
）

日
枝
大
神
（
南
区
磯
部
）

神
明
社
（
横
浜
市
戸
塚
区
）

向
井　

一
二
（
中
央
区
上
溝
）

山
田　

太
一
（
中
央
区
富
士
見
）

荒
木
百
合
子
（
中
央
区
矢
部
）

横
山　
　

均
（
中
央
区
光
が
丘
）

浦
上　

尚
之
（
東
京
都
大
田
区
）

山
口　

忠
夫
（
中
央
区
上
溝
）

●
壱
萬
円

鈴
木　

春
夫
（
中
央
区
共
和
）

平
本　

英
巳
（
中
央
区
千
代
田
）

木
﨑　
　

仁
（
中
央
区
千
代
田
）

㈱
タ
チ
バ
ナ
機
材
店（
中
央
区
千
代
田
）

若
林　

芳
一
（
中
央
区
相
生
）

㈱
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社（
中
央
区
中
央
）

村
松　

貞
雄
（
中
央
区
田
名
）

平
手　

英
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

門
倉　

信
和
（
中
央
区
陽
光
台
）

川
邉　

法
博
（
南
区
大
野
台
）

岩
本　

久
子
（
緑
区
原
宿
）

長
澤　
　

豪
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

梁
島　

弘
貴
（
横
浜
市
青
葉
区
）

合
同
会
社
R
I
N（
横
浜
市
都
筑
区
）

菅
原　

弘
一

佐
藤　

賢
次
（
中
央
区
横
山
）

㈲
和
光
工
業
（
中
央
区
下
九
沢
）

東
洋
機
化
工
業
㈱
（
中
央
区
宮
下
）

小
林　

義
人
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

山
口　

貴
志
（
中
央
区
松
が
丘
）

石
井　

右
三
（
中
央
区
上
溝
）

金
田　

恵
子
（
中
央
区
上
溝
）

吉
田　

尚
弥
（
中
央
区
上
溝
）

萩
原　

圭
治
（
中
央
区
上
溝
）

㈱
山
和
建
設
（
中
央
区
上
溝
）

飯
田　

健
司
（
中
央
区
星
が
丘
）

岩
　

保
雄
（
中
央
区
青
葉
）

㈱
須
田
電
工
（
中
央
区
千
代
田
）

明
王
茶
園
（
中
央
区
千
代
田
）

イ
オ
タ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
・

リ
ミ
テ
ッ
ド
（
中
央
区
千
代
田
）

㈲
𠮷
岡
工
業
（
中
央
区
千
代
田
）

清
水　

金
子
（
中
央
区
相
生
）

髙
久
田
貞
夫
（
中
央
区
中
央
）

㈱
相
武
技
術
セ
ン
タ
ー（
中
央
区
中
央
）

木
本
建
興
㈱
（
中
央
区
中
央
）

藤
田　

松
男
（
中
央
区
田
名
）

江
成　

一
二
（
中
央
区
田
名
）

野
村　

純
代
（
中
央
区
並
木
）

門
倉　

秋
文
（
中
央
区
陽
光
台
）

遠
藤　

博
之
（
中
央
区
陽
光
台
）

遠
藤　

礼
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

西
村　

輝
昭
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
野　

純
也
（
中
央
区
緑
が
丘
）

金
子　

重
雄
（
東
京
都
町
田
市
）

金
子　

初
美
（
東
京
都
町
田
市
）

鎌
田　

英
洋
（
東
京
都
町
田
市
）

座
間　
　

福
（
南
区
下
溝
）

座
間　

義
昭
（
南
区
下
溝
）

井
上　

真
宏
（
南
区
下
溝
）

田
村　

昭
洋
（
南
区
大
野
台
）

中
鉢　

広
一
（
南
区
東
大
沼
）

㈱
藤
一
機
工
（
南
区
当
麻
）

榎
本　

新
悦
（
緑
区
下
九
沢
）

㈲
カ
ネ
コ
ホ
ー
ム
（
緑
区
橋
本
）

㈲
雅
防
水
（
緑
区
田
名
）

門
倉　

伸
司
（
中
央
区
陽
光
台
）

川
井　

俊
幸
（
南
区
西
大
沼
）

吉
永　

真
人
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

来
間　

信
泰
（
東
京
都
日
野
市
）

岡
田　

恵
作
（
東
京
都
北
区
）

秋
山　

幸
子
（
緑
区
下
九
沢
）

吉
田　

清
夫
（
緑
区
下
九
沢
）

㈱
相
模
化
学
金
属
（
緑
区
橋
本
台
）

加
藤　

棋
一
（
東
京
都
練
馬
区
）

高
山　

朝
八
（
東
京
都
練
馬
区
）

小
野
佳
世
子
（
中
央
区
弥
栄
）

大
窪　

永
夫
（
横
浜
市
磯
子
区
）

朝
日
鮨
（
座
間
市
立
野
台
）

杉
山　

芳
子
（
中
央
区
上
溝
）

小
川　

忠
義
（
中
央
区
清
新
）

片
桐
と
志
え
（
中
央
区
青
葉
）

関　
　

光
男
（
中
央
区
中
央
）

皇
武
神
社
（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

村
越　

弘
子
（
南
区
双
葉
）

税
所　

正
和
（
南
区
相
模
台
）

春
日
神
社
（
緑
区
長
竹
）

白
幡　

紀
夫
（
座
間
市
南
栗
原
）

守
屋　

又
市
（
中
央
区
矢
部
）

岩
井
美
禰
子
（
南
区
桜
台
）

吉
川
恵
美
子
（
東
京
都
目
黒
区
）

オ
サ
ナ
イ
ジ
ュ
ン（
三
浦
市
初
声
町
）

青
木　

和
子
（
三
浦
市
初
声
町
）

菅
野　

洋
子
（
中
央
区
松
が
丘
）

小
山　

信
行
（
中
央
区
上
溝
）

平
岡　

正
博
（
中
央
区
上
溝
）

水
木　

幹
也
（
中
央
区
上
溝
）

八
木　

直
美
（
中
央
区
上
溝
）

渋
谷　
　

誠
（
東
京
都
町
田
市
）

浅
沼　

助
（
南
区
北
里
）

横
溝　

愛
子
（
南
区
北
里
）

堀
口　

泰
伸
（
緑
区
久
保
沢
）

●
伍
阡
円

宮
村　

光
雄
（
中
央
区
上
溝
）

鈴
木　
　

勝
（
中
央
区
上
溝
）

峯
村　

健
治
（
中
央
区
田
名
）

大
津
寄
忠
夫
（
中
央
区
富
士
見
）

古
田　

征
男
（
中
央
区
陽
光
台
）

佐
藤　
　

洋
（
中
央
区
陽
光
台
）

山
田　

隆
史
（
南
区
相
模
台
）

浦
野
ま
ゆ
み
（
緑
区
西
橋
本
）

町
田　

守
昭
（
緑
区
西
橋
本
）

港
谷
真
奈
美
（
伊
勢
原
市
高
森
）

北
野　

收
起
（
横
浜
市
青
葉
区
）

名
越　
　

啓
（
横
浜
市
都
筑
区
）

名
越　

か
よ
（
横
浜
市
都
筑
区
）

小
田　

直
樹
（
埼
玉
県
加
須
市
）

名
越　
　

淳
（
東
京
都
港
区
）

長
根　

重
敏
（
座
間
市
相
模
が
丘
）

筒
井　

洋
行
（
川
崎
市
麻
生
区
）

秋
戸　

愛
大
（
埼
玉
県
草
加
市
）

三
ツ
井
達
雄
（
中
央
区
横
山
）

川
口　

信
夫
（
中
央
区
横
山
）

藤
田　

朋
之
（
中
央
区
横
山
）

廣
島　

政
弘
（
中
央
区
横
山
）

輿
水　

啓
造
（
中
央
区
横
山
）

佐
藤　
　

淳
（
中
央
区
横
山
台
）

佐
藤　

優
美
（
中
央
区
横
山
台
）

霧
生　

晴
彦
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

菱
木　

隆
作
（
中
央
区
宮
下
本
町
）

野
坂　

知
司
（
中
央
区
光
が
丘
）

五
ノ
井　

洋
（
中
央
区
光
が
丘
）

間
　
　

英
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

宮
本　

謹
慈
（
中
央
区
鹿
沼
台
）

宮
脇　

剛
史
（
中
央
区
上
溝
）

道
添　
　

均
（
中
央
区
上
溝
）

斉
藤　

松
雄
（
中
央
区
上
溝
）

永
原　
　

進
（
中
央
区
上
溝
）

金
子
雄
一
郎
（
中
央
区
上
溝
）

那
須
野
正
二
（
中
央
区
上
溝
）

大
杉
千
代
子
（
中
央
区
上
溝
）

羽
鳥　

伸
一
（
中
央
区
上
溝
）

岡
本　

俊
二
（
中
央
区
上
溝
）

野
﨑　

勝
市
（
中
央
区
上
溝
）

根
本　

和
秀
（
中
央
区
上
溝
）

海
野　
　

毅
（
中
央
区
上
溝
）

大
田　

義
勝
（
中
央
区
上
溝
）

佐
藤　

義
彦
（
中
央
区
上
溝
）

中
島　

裕
之
（
中
央
区
上
溝
）

有
村　

隆
幸
（
中
央
区
上
溝
）

吉
澤　

林
弥
（
中
央
区
上
溝
）

井
村　

真
徳
（
中
央
区
上
溝
）

内
野　

浩
敏
（
中
央
区
上
溝
）

須
藤　

高
史
（
中
央
区
上
溝
）

岩
澤　

利
清
（
中
央
区
上
溝
）

内
田　

智
典
（
中
央
区
上
溝
）

村
山　

益
男
（
中
央
区
星
が
丘
）

飯
田　

政
孝
（
中
央
区
星
が
丘
）

田
積　

慶
親
（
中
央
区
星
が
丘
）

田
中　

秀
樹
（
中
央
区
星
が
丘
）

喜
田　

義
信
（
中
央
区
青
葉
）

岩

登
志
子
（
中
央
区
青
葉
）

金
澤　
　

孝
（
中
央
区
青
葉
）

杉
山　

正
樹
（
中
央
区
千
代
田
）

林
部　

進
明
（
中
央
区
千
代
田
）

渋
谷　

保
男
（
中
央
区
千
代
田
）

村
井　

栄
子
（
中
央
区
相
生
）

高
久
田
拓
章
（
中
央
区
中
央
）

岩
田　
　

操
（
中
央
区
中
央
）

平
田　

江
一
（
中
央
区
中
央
）

五
味　

正
樹
（
中
央
区
田
名
）

矢
部　

暁
美
（
中
央
区
田
名
）

藤
岡　

光
子
（
中
央
区
田
名
）

井
上　

和
宏
（
中
央
区
東
淵
野
辺
）

松
永　

大
輝
（
中
央
区
淵
野
辺
）

久
保　
　

修
（
中
央
区
淵
野
辺
）

奥
森　
　

正
（
中
央
区
淵
野
辺
）

宮
崎　

和
彦
（
中
央
区
淵
野
辺
本
町
）

岩
澤　

成
夫
（
中
央
区
並
木
）

坂
口　
　

烈
（
中
央
区
並
木
）

金
子　

浩
一
（
中
央
区
矢
部
新
町
）

渡
部　

健
次
（
中
央
区
由
野
台
）

小
林　

正
人
（
中
央
区
陽
光
台
）

石
井　

寿
浩
（
中
央
区
陽
光
台
）

坂
内　

洋
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

千
坊　

國
男
（
中
央
区
陽
光
台
）

山
城　

隆
泰
（
中
央
区
陽
光
台
）

鈴
木　

定
治
（
中
央
区
陽
光
台
）

大
竹　

利
一
（
中
央
区
緑
が
丘
）

花
田　
　

晃
（
中
央
区
緑
が
丘
）

浅
井　

良
夫
（
中
央
区
緑
が
丘
）

佐
藤　

悦
子
（
東
京
都
町
田
市
）

佐
藤　

律
子
（
東
京
都
町
田
市
）

小
俣　

三
男
（
東
京
都
町
田
市
）

田
巻　

幸
子
（
東
京
都
町
田
市
）

德
久　
　

（
南
区
下
溝
）

菊
地　

光
子
（
南
区
下
溝
）

菊
地　

歳
光
（
南
区
下
溝
）

西
島　

昌
孝
（
南
区
下
溝
）

髙
岸　

正
一
（
南
区
下
溝
）

髙
岸　

裕
之
（
南
区
下
溝
）

岩
嵜　

忠
平
（
南
区
上
鶴
間
）

田
中　

敏
和
（
南
区
西
大
沼
）

松
岡　

京
子
（
南
区
大
野
台
）

小
宮　

健
雄
（
南
区
大
野
台
）

中
島　

和
夫
（
南
区
大
野
台
）

市
川　

孔
一
（
南
区
東
大
沼
）

中
嶋　

哲
也
（
南
区
南
台
）

岩
堀　
　

彰
（
南
区
文
京
）

石
川　
　

悟
（
南
区
麻
溝
台
）

小
泉　

由

（
南
区
麻
溝
台
）

判
治　

君
代
（
南
区
麻
溝
台
）

佐
藤　
　

剣
（
南
区
麻
溝
台
）

落
合　
　

匠
（
緑
区
下
九
沢
）

赤
坂　
　

宏
（
緑
区
下
九
沢
）

河
合　

健
治
（
緑
区
下
九
沢
）

木
下　
　

誠
（
緑
区
上
九
沢
）

茂
木　

秀
一
（
緑
区
西
橋
本
）

花
井　

直
人
（
中
央
区
光
が
丘
）

音
川　

公
一
（
中
央
区
上
溝
）

島
田　

和
子
（
中
央
区
青
葉
）

千
葉　

裕
子
（
中
央
区
相
生
）

新
井　

秀
雄
（
中
央
区
相
模
原
）

野
元　

淳
子
（
中
央
区
由
野
台
）

長
谷
川
光
夫
（
中
央
区
陽
光
台
）

小
嶋　
　

信
（
南
区
相
模
台
）

八
木　

信
樹
（
緑
区
若
葉
台
）

八
木　

文
子
（
緑
区
若
葉
台
）

下
村　

セ
ツ
（
中
央
区
横
山
）

齋
藤　
　

誠
（
中
央
区
上
溝
）

斉
藤　

正
昭
（
中
央
区
田
名
）

村
山　

行
雄
（
中
央
区
弥
栄
）

竹
川　

忠
一
（
南
区
古
淵
）

清
水　

義
久
（
南
区
相
模
台
）

挾
間　
　

貢
（
中
央
区
田
名
）

挾
間　

好
子
（
中
央
区
田
名
）

大
谷　

幸
和
（
中
央
区
陽
光
台
）

舟
越　
　

久
（
中
央
区
緑
が
丘
）

中
津　
　

豊
（
南
区
大
野
台
）

山
下　

栄
治
（
緑
区
西
橋
本
）

荒
井　

修
次
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

荒
井
美
知
子
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

秋
保
チ
ョ
ウ
（
愛
甲
郡
愛
川
町
）

中
嶋　

幸
夫
（
中
央
区
上
溝
）

﨑
山　

春
年
（
中
央
区
上
溝
）

曽
我　

憲
一
（
中
央
区
田
名
）

篠
﨑　

昭
雄
（
中
央
区
富
士
見
）

佐
久
間
英
男
（
中
央
区
弥
栄
）

原
田　

精
三
（
中
央
区
陽
光
台
）

原
田　

昭
子
（
中
央
区
陽
光
台
）

髙
島　

規
恭
（
中
央
区
緑
が
丘
）

細
谷　

永
久
（
南
区
古
淵
）

金
澤　

史
夫
（
南
区
大
野
台
）

　

平
成
の
御
社
殿
・
御
神
門
等 

御
造
営
の
御
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
氏
子
崇
敬

者
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
、
左
記
に
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
御

奉
賛
者
皆
様
の
ご
多
幸
ご
隆
盛
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
氏
子
崇

敬
者
皆
様
の
格
別
な
る
御
奉
賛
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

奉賛会委員受付分は特別号に掲載させていただきます。（敬称略）

　

奈
良
時
代
の
歌
人
大
伴
家
持
は
、

「
人
の
子
は
祖お

や

の
名
経
た
ず
」と
し
て
、

祖
先
の
名
を
は
っ
き
り
世
に
現
は
す

こ
と
が
子
孫
の
勤
め
で
あ
る
と
し
た
。

　

神
社
は
祖
神
を
祀
っ
た
と
こ
ろ
と

し
て
、祖
神
の
御
名
・
御
徳
が
大
き
け

れ
ば
大
き
い
程
、人
々
か
ら
は
っ
き
り

と
仰
が
れ
る
。

　

こ
こ
に
神
殿
の
建
築
に
は
宮
柱
を

太
敷
き
立
て
る
こ
と
の
必
要
が
、語
り

継
ぎ
今
日
に
そ
の
技
術
の
継
承
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
、神
社
建
築
の
祖
型

を
大
切
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。そ
の
神

社
建
築
の
う
ち
で
も
心
の
御
柱（
大
黒

柱
）の
は
っ
き
り
立
派
に
立
っ
て
い
る

こ
と
が
、神
の
御
心
・
御
教
の
立
派
に

立
っ
て
い
る
こ
と
の
証
明
と
さ
れ
て
い

る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

　

家
の
大
黒
柱
を
ド
ッ
シ
リ
と
立
て
る

ま
で
に
は
、ど
れ
程
人
知
れ
ぬ
細
心
の

注
意
と
苦
労
が
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

神
と
は
到
達
さ
る
べ
き
理
想
像
で
あ

る
。従
っ
て
、信
仰
の
目
標
は
大
き
く
持

つ
べ
く
、そ
こ
に
到
る
た
め
の
努
力
は
、

そ
の
御
教
え
を
こ
ま
か
く
注
意
し
て
聞

き
、着
実
に
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
る
所
か

ら
始
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。世
に
い
う

百
里
の
道
も
一
歩
か
ら
で
あ
る
。

い
ち
ょ
う

荒
木
田
守
武
は
伊
勢
皇
大
神
宮
の
禰
宜
、
こ
の
世
中
百
首
は

大
永
五
（
一
五
二
五
）
年
に
童
蒙
訓
練
の
た
め
に
、一
夜
に
し

て
百
首
を
詠
ん
だ
と
い
う
。　

岡
田
米
男
『
神
道
百
言
』
よ
り

世
の
中
に
太
か
る
べ
き
は
宮
ば
し
ら

細
か
る
べ
き
は
心
な
り
け
り

　
　

―
荒
木
田
守
武
・
世
中
百
首
―

新御本殿千木鰹木と鬼板 　

ご
創
建
以
来
連
綿
と
絶
え
る
こ
と
な
く
斎
行

さ
れ
て
い
る
当
八
幡
宮
の
例
大
祭
を
、
左
記
の

通
り
執
り
行
い
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参
拝
ご

観
覧
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
時
…
平
成
二
十
六
年
九
月
十
四
日
（
日
）

●
例
大
祭
（
御
社
殿
）
…
…
…
午
前
十
時
斎
行

　

七
五
三
祝
は
、
古
く
は
平
安
時
代
よ
り
公
家

の
間
で
行
わ
れ
、
江
戸
時
代
に
入
り
庶
民
に
広

ま
っ
た
も
の
で
す
。
当
八
幡
宮
で
は
、
十
月
初

旬
頃
よ
り
十
一
月
末
ま
で
お
子
様
の
健
や
か
な

成
長
を
願
っ
て
七
五
三
祈
願
祭
を
斎
行
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
（
貸
衣
装
・
美

容
・
着
付
・
写
真
）
の
展
示
予
約
会
を
行
い
ま
す
。

ご
祈
祷
同
様
ご
希
望
の
方
は
当
八
幡
宮
社
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
ご
祈
祷
・
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
の
希
望
受
付

　

…
八
月
よ
り

●
ご
祈
祷
時
期
…
十
月
よ
り
十
一
月
末

●
す
こ
や
か
パ
ッ
ク
展
示
予
約
会
日
程

　

8
月
30
日
・
31
日

　

9
月
６
日
・
7
日
・
13
日
・
15
日
・
20
日
・
21
日
・

　
　
　

23
日
・
27
日
・
28
日

　

10
月
４
日
・
５
日
・
11
日
・
12
日
・
13
日

　
「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
人
は
皆
新
年
を

迎
え
る
と
、
希
望
や
夢
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
神
社

に
初
詣
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
八
幡
宮
で
は
、
無
料
大
駐
車
場
を
完
備
し
、

初
詣
の
皆
様
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

家
内
安
全
・
厄
除
け
・
商
売
繁
盛
・
交
通
安
全

等
の
ご
祈
祷
予
約
を
十
一
月
よ
り
受
付
け
い
た
し

ま
す
の
で
、当
八
幡
宮
社
務
所
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

平成26年７月1日発行
第17号

平
成
二
十
五
年
十
二
月
か
ら
平
成

二
十
六
年
五
月
末
日
ま
で
社
頭
に

て
受
付
分
を
掲
載
致
し
ま
し
た
。


